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いらないなら
削除しなきゃ

前回は、SQL Serverデータと

XMLデータの更新について紹介し

ました。しかし、アプリケーション

開発では、データの一部分を変更

するだけでなく、データそのものを

削除する処理も必要です。今回は、

「SQL Serverデータベースの任意の

データを削除すると、XMLのデー

タからも同じデータが削除される」

という処理を練習しましょう。

SQL Serverデータを
削除可能な形で表示する

まずは、SQL Serverデータベー

スの削除からです。今回も、これま

で使ってきたものと同じ商品デー

タ（図1）を使いますが、プログラ

ムを試すたびにデータが削除され

てしまうので、練習用に、別のプロ

ジェクトファイルを作成しておきま

しょう。

Access 2003で「Microsoft SQL

Serverデータベースウィザード」を

使い、MDBデータ（productData

.mdb）から「sqlDelete.adp」を作

成して、「sqlDeleteSQL」というデ

ータベース名で登録しておいてく

ださい［注1］。

前回同様、このデータをData

Gridコントロールにバインドして

表形式で表示します。表の中には

データを削除するためのボタンを付

けておきます。

データを削除するには、図2のよ

うに、2つの方法があります。

「方法1」では、まずSQL Server
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注1）Access 2003のMDBデータをSQL Serverにストアする手順については、第1回（2004年12
月号）を参照してください。付録CD-ROMのサンプルのdataフォルダには、MDBファイル（pro
ductData.mdb）を再収録しています。今回初めて本連載を読まれる方は、このファイルをもとに、
「sqlDeleteSQL」というデータベース名のSQL Serverデータベースを作成してください。
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データを表示し、これを元にXMLデータを生成して表示

します。そしてデータを削除したSQL Serverデータをも

とに、再びXMLを生成して表示しています。

「方法2」は、前回同様、あらかじめSQL Serverデー

タと同じXMLデータを読み込んでいます。SQL Server

データが削除されたとき、SQL Serverデータの行のイン

デックスに該当するXMLデータを指定して、その要素を

削除するという方法です。

今回は、「方法1」について練習します。SQL Serverデ

ータからの削除とXMLデータからの削除は、同一フォー

ム上で実現しますが、各々の処理を分け、段階を追って

見ていきましょう。

●DataGridへの［削除］ボタンの追加

さっそくVisual Studio.NET 2003（以下VS.NET）を

起動し、ASP.NET Webアプリケーションを作成してく

ださい（この例ではプロジェクト名はsqlDelete、プログ

ラムはWebForm1.aspx.vb）。

そしてSQL Serverデータを表示させるDataGridコン

トロールと、XMLデータを表示させるTextBoxコントロ

ールを、ツールボックスから、フォーム上にドラッグ＆

ドロップします（図3）。

DataGridのヘッダは、プロパティビルダで「列」メニ

ューを選択し、「列一覧」の「使用可能な列」から“連

結列”を選択して設定しておきます。「BoundColumnプ

ロパティ」の「ヘッダーテキスト」と「データフィール

ド」に、図1のデータベースにある各項目名を設定して

おきましょう。

さらに［削除］ボタンを追加するため、ButtonColumn

列を指定してCommandNameプロパティに削除を表わ

すDeleteコマンドを指定します。図4のように、プロパ

ティビルダから設定してください。設定を完了して

［OK］ボタンをクリックすると、図5のように［削除］

ボタンが追加されているはずです。

●DataGridのデザインの変更

DataGridの各列の幅は、デザインコード（sqlDelete

プロジェクトのWebForm1.aspx）で設定します。Item
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図2：データを削除する方法は2種類ある

図3：DataGridとTextBoxをレイアウトする
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